
《フレックス工期概要図》

〈京都府運用〉

発注時

契約時

工期の始期を選定

工期末は変更しない

工事着手をしてはならない期間（技術者等の配置は不要）

任意着手方式 発注時

契約時

工期の始期を選定 実工期は発注時と同じ

フレックス方式 発注時

契約時

工期の始期を選定 工期の終期を選定

余裕期間：6ヶ月を超えない範囲

フレックス工期
による契約方式

１８０日以内

〈国運用（参考）〉
（余裕期間制度）

契約締結日の
翌日

工事の始期 工事着手期限

実工期

実工期

実工期（実工事期間は変更できない）

全体工期＝余裕工期＋実工期

実工事期間（全体工期内で受注者が実工期を選択）

実工事期間

契約後
工期の終期

発注者設定
工事完了期限

発注者設定
工期末

受注者設定
工事開始日

契約締結日の
翌日

開札予定日 工事開始期限日

工事開始日設定可能期間


